
 

理学療法士・作業療法士の需給推計の進め方（案） 

 

○ 理学療法士・作業療法士の需給推計については、伏見構成員の研究班が、

平成 28年度厚生労働科学研究において研究を行う。 

 

○ 供給推計については、先行する医師の供給推計の方法を参考にして、養

成数及び性・年齢階級別就業率等から推計を実施してはどうか。 

 

○ 需要推計については、先行する医師及び看護職員の需要推計の方法を参

考にして、地域医療構想等を踏まえた推計を実施してはどうか。その際、

理学療法士・作業療法士に固有の事情は考慮する。 
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